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目黒区立鷹番小学校等複合施設改築基本構想･基本設計

建 替 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

第４回地域懇談会では、主に体育館の配置をテーマとしてグループワーク形式で意見交換
を行いました。１・２階配置比較表を参考にそれぞれの案のメリット・デメリットを議論し
ていただきました。１階配置案の方がメリットがあるというご意見を多くいただきました。

地域懇談会で頂いたご意見を参考に作成しました。

第四回目黒区立鷹番小学校新校舎検討地域懇談会の様子（令和6年10月9日（水）鷹番小学校のコンピュータ室）

地域と子どもがつながる空間づくり

多様な学びに対応できるフレキシブルな教育環境
自主的・自発的な学びを促す気づきの空間
一人ひとりの教育的ニーズに応えるインクルーシブな環境

快適な避難所空間の確保/避難所機能の充実
バリアフリー化された誰もが使いやすい施設

みどりがあふれ地域に溶け込む屋外環境
脱炭素社会の実現を目指した、ZEB化への取り組み
歴史と未来をつなぐ地域のシンボル

子どもの興味を引き出し
多様な活動を誘発する学校づくり

学校と地域が支え合うための共創空間
地域の活性化に貢献する、人づくりの基盤となる学校
多様な世代の交流と地域コミュニティーの拠点

未来へ継承する環境づくり

地域のいのちを守り抜く施設づくり

学校

地域

環境

安全

設計コンセプト案

多彩な学びや活動を創出する
鷹番地域の今と未来を紡ぐ小学校

～地域を支え、地域に支えられる学校～

懇談会資料のレイアウトを見直し

（今回から校章が電子データになりました。）

新校舎検討のための第四回地域懇談会を実施しました



比較のポイント
・工事期間
・騒音・防音対策
・災害避難
・緑化スペース
・駐輪場

体育館の設置階によって、新校舎の北側の利用方法・災害時の避難・体育館
へのアクセス等が異なってきます。グループワークでは前回と同様に、各グ
ループで出た意見を発表し、各自が良いと感じたものに「いいねシール」を貼
りました。たくさんの意見の中でシールが多く貼られたものを紹介します。

構成員のみなさまから、鷹番小学校・鷹番住区センター・鷹番学童保育クラ
ブの複合化についてご意見をいただきました。主なご意見を紹介します。

断面イメージ体育館配置検討

懇談会でのご意見

鷹番小学校建替えに関して、ご意見・ご質
問等がございましたら、下記までご連絡く
ださい。

目黒区教育委員会事務局
学校施設計画課
担 当
電 話    
FAX     
E-mail

末永、加賀美、桑原
03－5722－9307(直通)
03－5722－9333
kyoiku02@city.meguro.tokyo.jp

建替えの流れ（建築計画の進捗によって明確にしていきます。）
令和6年度

(2024年度)
令和7年度

(2025年度)
令和8年度

(2026年度)
令和9年度

(2027年度)
令和11年度～
(2029年度)

令和10年度
(2028年度)

実施設計

建替え工事

基本構想
基本設計

・避難所利用の際に、荷物の搬出入がしやすい。
・高齢者や子どもにとって安全で利用しやすい。
・学童利用の児童が２階に行くことが無く安全。
・行事の際に、荷物の出し入れがしやすい。
・住区センターの建設を先送りに出来る。

・体育館の上部にある屋上エリアがもったいない。

・地震が来た際に、住区センターと小学校の両方を避難所として利用できることが望ましい。
・既存の住区センターの使用期間が長いほうが良い。
・公式試合を出来る体育館にしてほしい。
・移設後の土地の空地期間は長くすべきではない。

・体育の授業時に教室移動がスムーズになる。
・屋外スペースを広く取れる。

・災害時の動線が昇降口から遠い。
・外部からの搬入動線が無い。
・地域エリア、外部からのアクセスが悪い。
・無窓の会議室が多くなる。

良い点

課題

良い点

課題

■１階配置案 ■２階配置案

その他

～第５回地域懇談会は11月１８（月）１９時から～ ※傍聴をご希望の場合は下記までご連絡ください。

体育館

住区

学校

新校舎

新校舎校庭

新校舎

体育館 新校舎校庭

体育館２階案配置図

新校舎

体育館

体育館１階案配置図

平面図
１階案

２階案

・校庭の広さ
・北側への影響
・体育館への
アクセス

体育館

住区

学校

Ｑ．鷹番住区センターの建物はまだ築３０年なので、当面は移転しなくてもいいのではないですか。
Ａ．体育館を１階にした場合には新校舎の完成時期と住区センターの完成時期が異なってくるため、住区
センターの建設時期を遅らせる事も考えられます。

Ｑ．学校と住区センターや学童保育クラブの複合化にはどのような目的やメリットがありますか。
Ａ．持続可能な施設サービス維持のために区全体で適正な施設規模にしていくことと、学校を地域コミュ
ニティの拠点として子どもから大人まで様々な人々が集う施設とすることで、さらなる地域の魅力の
向上につながるというメリットがあると考えています。

Ｑ．既存の鷹番住区センターや鷹番学童保育クラブの土地は売却するのですか。
Ａ．鷹番学童保育クラブの敷地は、行政需要を見定めた幅広い活用方法や、将来的な売却も
視野に検討しますが、鷹番住区センター敷地については売却する予定はありません。
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